
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
前部上面から突出する状態で配置された操作レバーと、この操作レバーの後方位置に配置
される各種電気機器類とを備えて運転席の近傍に配置される建設機械のコントロールボッ
クスにおいて、前記コントロールボックスが、互いに対向する 一対の 半割りボ
ックスからなるコントロールボックス本体と、各種電気機器類が取付けられるコンソール
ボックスとから構成され、前記コントロールボックス本体が組合わされたときに、この組
合わされたコントロールボックス本体の前部上面に操作レバー用穴が形成されると共に、
この組合わされたコントロールボックス本体の上面であって前記操作レバー用穴の後方に
コンソールボックス用穴が形成され、

ることを特徴とする建設機械のコントロールボックス。
【請求項２】
前記コントロールボックスの前部上面を、前記操作レバーに装着されるブーツで覆ったこ
とを特徴とする請求項１に記載の建設機械のコントロールボックス。
【請求項３】

10

20

JP 3568764 B2 2004.9.22

左右 縦方向

さらにオペレータが乗降時に操作するロックレバー
を備え、前記組合わされることで形成されるコントロールボックス本体の前部前面側の縦
長穴に前記ロックレバーが通され

前部上面から突出する状態で配置された操作レバーと、この操作レバーの後方位置に配置
される各種電気機器類とを備えて運転席の近傍に配置される建設機械のコントロールボッ
クスにおいて、前記コントロールボックスが、互いに対向する左右一対の縦方向半割りボ
ックスからなるコントロールボックス本体を有し、このコントロールボックス本体は組合



こ
とを特徴とす 設機械のコントロールボックス。
【請求項４】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、建設機械のコントロールボックスに関し、より詳しくは油圧ショベルのコント
ロールボックスの技術分野に属するものである。
【０００２】
【従来の技術】
建設機械、例えば油圧ショベルの運転席の左右には、油圧ショベルを操作する操作レバー
を有するコントロールボックスが配設されている。以下、油圧ショベルの典型的なコント
ロールボックスの構成を、運転席の左右に配置されてなるコントロールボックスの斜視図
の図４と、コントロールボックスを構成するコントロールボックス本体の上部ボックスの
側面図の図５（ａ）と、図５（ａ）のＡ矢視図の図５（ｂ）と、コントロールボックスを
構成するコントロールボックス本体の下部ボックスの側面図の図６（ａ）と、図６（ａ）
のＢ矢視図の図６（ｂ）とを参照しながら説明する。
【０００３】
図４において示す符号３０は、図示しない油圧ショベルの運転席であり、この運転席３０
の左・右側肘掛け３１，３２は、背３３の左・右側側面にピン３１ａ，３１ｂを介して回
動可能に装着されている。これは、油圧ショベルを操作するオペレータが、操作によって
は左・右側肘掛け３１，３２を必要としない場合があり、上側に回動させる必要があるか
らである。そして、この運転席３０の左右には、後述する構成になる左・右側コントロー
ルボックス５１，６１が配置されている。
【０００４】
先ず、左側コントロールボックス５１は、その前部上面５１ａからブーツ５３を介して操
作レバー５２が突出すると共に、この操作レバー５２の後方位置には、各種電気機器類と
して、ラジオ５５、エアコン５６が配置されている。この左側コントロールボックス５１
は、前側側面において前方に突出する状態で配置されてなるロックレバー５７の回動操作
により、ロック状態が解除され、左側コントロールボックス５１の後部を回動中心として
回動するように構成されている。　これは、油圧ショベルの運転室の出入口が一般に左側
に設けられていて、油圧ショベルを操作するオペレータが運転席３０の左側から着席し、
また左側から退席するためである。また、右側コントロールボックス６１は、上記左側コ
ントロールボックス５１の形状と類似しており、その前部上面６１ａからブーツ６３を介
して操作レバー６２が突出すると共に、この操作レバー６２の後方位置には、各種電気機
器類としてエンジンスロットル用のポテンショメータ６６、各操作機器を操作するスイッ
チアセンブリ６５およびエンジンキースイッチ６７が配置されている。この右側コントロ
ールボックス６１は、左側コントロールボックス５１と異なり、オペレータの乗り降りに
関係がないので固定されている。
【０００５】
次に、コントロールボックスを構成するコントロールボックス本体の上部ボックスの構成
を、図５（ａ），（ｂ）を参照しながら左側コントロールボックスを例として説明すると
、符号７１は上部ボックスであって、この上部ボックス７１の前側〔図５（ａ）における
左側〕が高くなっており、この高い部分の前側に傾斜した前部上面７１ａには操作レバー
用穴７１ｂが設けられている。そして、この操作レバー用穴７１ｂの後方位置における低
い部分には、ラジオ５５、エアコン５６を配置するための穴や凹所７１ｃが設けられると
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わされた状態で上面に操作レバーならびに各種電気機器類を取付けるための穴を備えた
る建

前記運転席の左右にコントロールボックスが配置され、運転席の左右に配置されるこれら
コントロールボックスが、同一のコントロールボックス本体から構成されてなることを特
徴とする請求項１乃至３のうちの何れか一つの項に記載の建設機械のコントロールボック
ス。



共に、側面の下端付近には後述する下部ボックスと組立てる取付穴７１ｄ，７１ｄが設け
られている。この上部ボックス７１の幅は、成型型からの離型性を考慮して上側が下側よ
りも若干狭くなるように形成されている。
【０００６】
また、コントロールボックスを構成するコントロールボックス本体の下部ボックス７２は
、図６（ａ），（ｂ）に示すように、その側面の下側が円弧状、即ち略半月状に形成され
、側面の上端付近に上記上部ボックス７１と組立てる取付ねじ７２ｄ，７２ｄが設けられ
ている。この下部ボックス７２の幅は、上記上部ボックス７１とは逆に、成型型からの離
型性を考慮して下側が上側よりも若干狭くなるように形成されている。そして、右側コン
トロールボックスは左側コントロールボックスと軸対称になる形状に形成されている。な
お、コントロールボックス本体の上・下部ボックス７１，７２は何れもＡＢＳ樹脂といわ
れるアクリロにトリル・ブタジエン・スチレン共重合体を射出成型することにより製造さ
れており、そして美観を考慮してその外表面は滑らかに仕上げられている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
上記説明と添付図面とから良く理解されるように、左右のコントロールボックス本体の形
状は類似しているものの、全く相違する。即ち、その型の形状が相違するので、それぞれ
２種類ずつの上・下部ボックスの成型型が必要である。また、左側コンロロールボックス
の上部ボックスではラジオ、エアコンを配置するための複雑な形状の穴や凹所を、また右
側コントロールボックス 部ボックスではエンジンスロットル用のポテンショメータ、
各操作機器を操作するスイッチアセンブリおよびエンジンキースイッチを配置するための
複雑な形状の穴や凹所を高精度に形成させる必要があるのに加えて、成型型自体が大きい
こともあって、成型型のコストが嵩むという経済上の解決すべき課題があった。
【０００８】
また、コントロールボックスでは機能、つまり操作性が優れているということが極めて重
要であるが、近年では優美性も重要視されるようになってきている。コントロールボック
スに対する美観上の観点からすると、上記従来例に係るコントロールボックスでは、図４
から良く理解されるように、コントロールボックスの上側の美観が優れているものの、そ
の側面には上・下部ボックスの水平方向の合わせ線があり、またねじ頭が露出しているの
で、オペレータが油圧ショベルに搭乗する際に目に付く（この点は、ユーザーから指摘さ
れている。）という解決すべき課題もある。
【０００９】
従って、本発明の目的とするところは、成型型のコストを削減することを可能ならしめる
と共に、上面と側面との美観も優れた建設機械のコントロールボックスを提供することで
ある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであって、従って上記課題を解決するために、
本発明の請求項１に係る建設機械のコントロールボックスが採用した手段は、前部上面か
ら突出する状態で配置された操作レバーと、この操作レバーの後方位置に配置される各種
電気機器類とを備えて運転席の近傍に配置される建設機械のコントロールボックスにおい
て、前記コントロールボックスが、互いに対向する 一対の 半割りボックスから
なるコントロールボックス本体と、各種電気機器類が取付けられるコンソールボックスと
から構成され、前記コントロールボックス本体が組合わされたときに、この組合わされた
コントロールボックス本体の前部上面に操作レバー用穴が形成されると共に、この組合わ
されたコントロールボックス本体の上面であって前記操作レバー用穴の後方にコンソール
ボックス用穴が形成され、

ることを特徴とする。
【００１１】
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の上

左右 縦方向

さらにオペレータが乗降時に操作するロックレバーを備え、前
記組合わされることで形成されるコントロールボックス本体の前部前面側の縦長穴に前記
ロックレバーが通され



また、本発明の請求項２に係る建設機械のコントロールボックスが採用した手段は、請求
項１に記載の建設機械のコントロールボックスにおいて、前記コントロールボックスの前
部上面を、前記操作レバーに装着されるブーツで覆ったことを特徴とする。
【００１２】
また、本発明の請求項３に係る建設機械のコントロールボックスが採用した手段は、

ことを
特徴とする。
【００１３】

【００１４】
【発明の実施の形態】

【００１５】

【００１６】

【００１７】
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前部
上面から突出する状態で配置された操作レバーと、この操作レバーの後方位置に配置され
る各種電気機器類とを備えて運転席の近傍に配置される建設機械のコントロールボックス
において、前記コントロールボックスが、互いに対向する左右一対の縦方向半割りボック
スからなるコントロールボックス本体を有し、このコントロールボックス本体は組合わさ
れた状態で上面に操作レバーならびに各種電気機器類を取付けるための穴を備えた

また、本発明の請求項４に係る建設機械のコントロールボックスが採用した手段は、請求
項１乃至３のうちの何れか一つの項に記載の建設機械のコントロールボックスにおいて、
前記運転席の左右にコントロールボックスが配置され、運転席の左右に配置されるこれら
コントロールボックスが、同一のコントロールボックス本体から構成されてなることを特
徴とする。

以下、本発明の実施の形態に係るコントロールボックスを、建設機械が油圧ショベルであ
る場合を例として、運転席に配置されたコントロールボックスの側面図の図１（ａ）と、
運転席の左右に配置されたコントロールボックスの平面図の図１（ｂ）と、コントロール
ボックス本体を構成する左・右側縦方向半割りボックスを分離した状態を示す斜視図の図
２（ａ）と、左・右側縦方向半割りボックスを組合わせたコントロールボックス本体の概
要を示す斜視図の図２（ｂ）と、左側コントロールボックスの斜視図の図３（ａ）と、右
側コントロールボックスの斜視図の図３（ｂ）とを参照しながら説明する。但し、この油
圧ショベルの運転席の構成は、段落番号〔０００３〕において説明した従来例に係る運転
席と全く同構成であるから、その構成に係る説明については省略する。

コントロールボックスは、図１（ａ），（ｂ）に示すように、運転席３０の左右に配置さ
れている。運転席３０の左側に配置される左側コントロールボックス１の前部上面１ａか
らは操作レバー２が突出しており、そして操作レバー２のノブを除く他のロッド部分は、
前部上面１ａを覆う状態で基端部が取付けられてなるブーツ３で覆われている。また、こ
の左側コントロールボックス１の操作レバー２の後方位置には、各種電気機器類として、
ラジオ５、エアコン６が配置される後述する構成になる左側コンソールボックス４が配置
されている。

運転席３０の右側に配置される右側コントロールボックス１１は、上記左側コントロール
ボックス１の形状と類似しており、その前部上面１１ａからは操作レバー１２が突出して
おり、そしてこの操作レバー１２のノブを除く他のロッド部分は、前部上面１１ａを覆う
状態で基端部が取付けられてなるブーツ１３で覆われている。そして、操作レバー１２の
後方位置には、各種電気機器類として、油圧ショベルを操作するためのスイッチアセンブ
リ１５、エンジンスロットル用のポテンショメータ１６、エンジンキースイッチ１７およ
びオプション機器操作スイッチ１８が配設される後述する構成になる右側コンソールボッ
クス１４が配置されている。

次に、左・右側コントロールボックス１，１１に共通して使用されるコントロールボック
ス本体を、図２（ａ），（ｂ）を参照しながら説明すると、符号２０はコントロールボッ
クス本体で、このコントロールボックス本体２０は、左側縦方向半割りボックス２１と右
側縦方向半割りボックス２２とが、図示しない組立用ねじロッドで引寄せられることによ



【００１８】

【００１９】

【００２０】

【００２１】

【００２２】

【００２３】
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り組合わされて構成されている。

これら左・右側縦方向半割りボックス２１，２２それぞれの前部上面２１ａ，２２ａの相
対する側には、組合わされたときに操作レバー２または１２が通される円形の操作レバー
用穴２０ａとなる半円状切欠き２１ｂ，２２ｂが形成されると共に、これら半円状切欠き
２１ｂ，２２ｂの後方位置における相対する側には、組合わされたときに後述する構成に
なる左・右側コンソールボックス４または１４が配置される前後方向に長い矩形状のコン
ソールボックス用穴２０ｂとなる矩形状切欠き２１ｃ，２２ｃが形成されている。

なお、左・右側縦方向半割りボックス２１，２２の前部前面側において、それらの相対す
る側に上下に長い縦長切欠き２１ｄ，２２ｄが設けられている。これら縦長切欠き２１ｄ
，２２ｄは、左・右側縦方向半割りボックス２１，２２が組合わされたときには縦長穴２
０ｃとなるが、この縦長穴２０ｃは運転席３０にオペレータが着席し、また退席する際、
左側コントロールボックス１を回動させるためにそのロック状態を解除し、また正規の状
態に維持するためにロックするロックレバーが通される穴である。

ところで、運転席３０の右側に配置される右側コントロールボックス１１では上記長穴２
０ｃは不要であるから、この長穴２０ｃはゴム製キャップで閉塞される。また、図面から
良く理解されるように、コントロールボックス本体２０は全てが左右対称ではないが、こ
れを右側コントロールボックス１１用に用いてもその美観が損なわれることがないように
配慮されている。

次に、図３（ａ），（ｂ）を参照しながら左右コンソールボックス４，１４の構成を説明
する。先ず、左側コンソールボックス４の上面には、図３（ａ）に示すように、前後方向
に長い２つの矩形状長穴が左右に個別に設けられている。これら２つの矩形状長穴のうち
、幅方向の一方側はラジオ５を取付けるためのラジオ用穴４ａであり、そして他方側はエ
アコン６を取付けるためのエアコン用穴４ｂである。さらに、これらラジオ・エアコン用
穴４ａ，４ｂの前側位置と後側位置とには、この左側コンソールボックス４を左・右側縦
方向半割りボックス２１，２２が組合わせられてなるコントロールボックス本体２０に取
付けるためのビスが通されるビス穴４ｃ（この場合には、前後に２つずつ設けられている
。）が設けられている。

また、右側コンソールボックス１４は、図３（ｂ）に示すように、軸方向の一方側が前後
方向に低く、他方側が前後方向に高くなっている。つまり、この右側コンソールボックス
１４の縦断断面は階段状に形成されている。そして、その低い部分には３つの矩形状のオ
プション機器操作スイッチ用穴１４ｄが前後方向に列をなして設けられている。また、そ
の高い部分には、前側から油圧ショベルを操作するためのスイッチアセンブリ１５が取付
けられる前後に長い矩形状のスイッチアセンブリ用穴１４ａが、このスイッチアセンブリ
用穴１４ａの後方位置にはエンジンスロットル用のポテンショメータ１６が取付けられる
ポテンショメータ用穴１４ｂが、またこのポテンショメータ用穴１４ｂの後方位置にはエ
ンキンキースイッチ１７が取付けられるエンジンキースイッチ用穴１４ｃがそれぞれ設け
られている。

さらに、右側コンソールボックス１４には、上記左側コンソールボックス４と同様に、ス
イッチアセンブリ用穴１４ａおよびオプション機器操作スイッチ用穴１４ｄの前側位置と
、エンジンキースイッチ用穴１４ｃおよびオプション機器操作スイッチ用穴１４ｄの後側
位置とに、この右側コンソールボックス１４を左・右側縦方向半割りボックス２１，２２
が組合わせられてなるコントロールボックス本体２０に取付けるためのビスが通されるビ
ス穴１４ｅが設けられている。なお、オプション機器操作スイッチ用穴１４ｄは、油圧シ
ョベルにオプション機器が配置されない場合、ゴムキャップが嵌着されて閉塞されるもの



【００２４】

【００２５】

【００２６】

【００２７】

【００２８】

【００２９】
【発明の効果】

【００３０】
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である。

なお、上記ブーツ３，４、左側コンソールボックス４および右側コンソールボックス１４
は、何れも左・右側縦方向半割りボックス２１，２２の結合要素としての働きもするもの
である。

以下、上記構成になる左・右側コントロールボックス１．１１の作用態様を説明すると、
左・右側縦方向半割りボックス２１，２２を組合わせたコントロールボックス本体２０は
、運転席３０の左右に配置される左・右側コントロールボックス１または１１用として用
いられるので、これら左・右側縦方向半割りボックス２１，２２を形成する成形型は２種
類で良く、そして各種電気機器類が配置されるコンソールボックス４または１４が配置さ
れる矩形状切欠き２１ｃ，２２ｃの形状は従来例に係るコントロールボックス本体に比較
して極めて単純であるから、その製造コストに関しては、３種類の成形型を必要とするの
に加えて、各種電気機器類の複雑な形状の穴や凹所の形成を必要とする従来例に係るコン
トロールボックス本体よりも安価に製造することができる。

一方、この実施の形態に係るコントロールボックスでは、上記のとおり、２種類の左・右
側コンソールボックス４．１４を必要とするが、これらは何れもコントロールボックスに
比較して小さく、これらを形成する成形型の加工量が少ないので、総コストにおいて従来
よりも有利になる。つまり、この点は、大型で構造が簡単なコントロールボックス本体お
よび小形で構造が複雑なコンソールボックスとを形成する成形型と、大型で構造が複雑な
コントロールボックス本体を形成する成形型との比較において良く理解されることである
。

ところで、本実施の形態にあっては左・右側コントロールボックス１．１１の幅方向の中
央に合わせ線が形成されるので美観が損なわれるように考えられる。しかしながら、段落
番号〔００１５〕と〔００１６〕において説明したとおり、左・右側コントロールボック
ス１．１１の前部上面１ａ，１１ａはそれぞれブーツ３，１３の基端部で覆われ、また左
・右側コンソールボックス４．１４は一体形成されていて合わせ線の殆どの部分が隠され
てしまうので、左・右側コントロールボックス１．１１の美観が損なわれるようなことが
ない。また、左・右側コントロールボックス１．１１では、従来のように、側面に水平方
向の合わせ線がなく、またねじ頭が露出していないので、オペレータが油圧ショベルに搭
乗する際に合わせ線やねじ頭が目に付くようなこともない。

さらに、左・右側コントロールボックス１．１１の側面を左右側から見ることができ得る
周知の構成になるキャノピー付きの油圧ショベル（実際はブームの存在により見え難くい
。）に適用したとしても、段落番号〔００１９〕において説明したとおり、コントロール
ボックス本体２０を右側コントロールボックス１１用に用いてもその美観が損なわれるこ
とがないように配慮されているので、右側コントロールボックス１１の側面の美観につい
ては何らの問題もない。そして、キャノピー付きの油圧ショベルにはエアコンを設ける必
要がないので、左側コンソールボックス４のエアコン用穴４ｂはゴムキャップにより閉塞
される。

以上のように、請求項１乃至３に記載された発明は、構造が複雑なコンソールボックスを
可能な限り小さくすることによって、その加工費が少なくて済む。また、各種電気機器類
の複雑な穴や凹所の形成を必要とする従来例に係るコントロールボックス本体よりも安価
に製造することができるという効果がある。

さらに、従来例に係るコントロールボックスのように、その側面に水平方向の合わせ線が



【００３１】
ま

【００３２】

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係り、図１（ａ）は運転席に配置され コントロールボッ
クスの
側面図であり １（ｂ）は運転席の左右に配置され コントロールボックスの平面図で
ある。
【図２】本発明の実施の形態に係り、図２（ａ）はコントロールボックス本体を構成する
左・右
側 半割りボックスを分離した状態を示す斜視 であり ２（ｂ）は左・右側

半割りボックスを組合わせたコントロールボックス本体の概要を示す斜視図である。
【図３】本発明の実施の形態に係り、図３（ａ）は左側コンソールボックスの斜視図であ
り
３（ｂ）は右側コンソールボックスの斜視図である。
【図４】従来例に係り、運転席の左右に配置されてなるコントロールボックスの斜視図で
ある。
【図５】従来例に係り、図５（ａ）はコントロールボックスを構成するコントロールボッ
クス本
体の上部ボックスの側面図であり ５（ｂ）は図５（ａ）のＡ矢視図である。
【図６】従来例に係り、図６（ａ）はコントロールボックスを構成するコントロールボッ
クス本
体の下部ボックスの側面図であり ６（ｂ）は図６（ａ）のＢ矢視図である。
【符号の説明】
１…左側コントロールボックス，１ａ…前部上面，２…操作レバー，３…ブーツ，４…左
側コンソールボックス，４ａ…ラジオ用穴，４ｂ…エアコン用穴，４ｃ…ビス穴，５…ラ
ジオ，６…エアコン
１１…右側コントロールボックス，１１ａ…前部上面，１２…操作レバー，１３…ブーツ
，１４…右側コンソールボックス，１４ａ…スイッチアセンブリ用穴，１４ｂ…ポテンシ
ョメータ用穴，１４ｃ…エンジンキースイッチ用穴，１４ｄ…オプション機器操作スイッ
チ用穴，１４ｅ…ビス穴，１５…スイッチアセンブリ，１６…ポテンショメータ，１７…
エンジンキースイッチ，１８…オプション機器操作スイッチ
２０…コントロールボックス本体，２０ａ…操作レバー用穴，２０ｂ…コンソールボック
ス用穴，２０ｃ…縦長穴，２１…左側 半割りボックス，２１ａ…前部上面，２１ｂ
…半円状切欠き，２１ｃ…矩形状切欠き，２１ｄ…縦長切欠き，２２…右側 半割り
ボックス，２２ａ…前部上面，２２ｂ…半円状切欠き，２２ｃ…矩形状切欠き，２２ｄ…
縦長切欠き，３０…運転席
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なく、またねじ頭も露出していないので、オペレータが油圧ショベルに搭乗する際に合わ
せ線やねじ頭が目につくようなことがなく、コントロールボックスの美観が向上するとい
う効果もある。

た、請求項２に記載された発明は、コントロールボックスの前部上面を、操作レバーに
装着されるブーツで覆う構成としたことにより、コントロールボックス本体の前部上面の
合わせ線が隠され、美観を損なうことがない。また、コントロールボックス本体のブーツ
で覆われる部分は、加工精度が低くても良いので、加工に要する時間の短縮が図れる。

さらに、請求項４に記載された発明は、運転席左右のコントロールボックスは同一のコン
トロールボックス本体から構成されているので、コントロールボックス用成形型の総コス
トにおいて、従来よりも極めて有利になるという効果がある。

た

、図 た

縦方向 図 、図 縦方
向

、図

、図

、図

縦方向
縦方向
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